
一周年記念イベント空き缶回収機をＰＲ
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地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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▲（左）空き缶回収機の利用者（右上）エコキャンドル作り
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台
湾
へ
輸
出
の
淡
路
瓦　
そ
の
名
も「
台
湾
ゴ
ー
ル
ド
」！

広報 

　ショッピングセンター・パルティで７月５日、ＮＰ

Ｏ法人「あわじ・地球生まれ」が空き缶回収機を設置

した一周年記念として、ＰＲイベントを行いました。

　訪れた利用者は、花苗プレゼントや廃油を利用した

エコキャンドル作りなどに参加し、会場は賑わいを見

せました。同ＮＰＯは、今後も地域社会に根ざした環

境保全活動を実施していきたいと話しています。

南
あ
わ
じ
農
業
の
新
た
な
展
開
に
向
け
て

　

７
月
13
日
、
働
く
婦
人
の
家
で

「
た
に
や
ん
の
店
」
店
長
を
講
師

に
招
き
、
本
格
的
な
料
理
を
身
近

な
食
材
を
使
っ
て
、
簡
単
に
作
れ

る
、
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

鶏
肉
を

自
分
た
ち

で
裁
く
と

こ
ろ
か
ら

始
ま
り
、

包
丁
の
使

い
方
や
料
理
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ポ

イ
ン
ト
、
き
れ
い
に
見
え
る
盛
り

付
け
方
な
ど
、
プ
ロ
の
技
が
次
々

と
飛
び
出
し
、
受
講
生
た
ち
は
熱

心
に
説
明
を
聞
き
、
力
を
合
わ
せ

て
料
理
を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
し

た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
料
理
を
前
に
、

受
講
生
は
「
初
め
て
の
こ
と
ば
か

り
で
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
っ

た
。
家
庭
で
も
参
考
に
さ
せ
て
も

ら
い
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

働
く
婦
人
の
家

プ
ロ
の
シ
ェ
フ
が
教
え
る 

簡
単
ホ
テ
ル
風
ラ
ン
チ

伊
加
利
ふ
る
さ
と
地
域
協
議
会

や
ま
も
も
ア
イ
ス
で
ま
ち
お
こ
し業

組
合
な
ど
で
は
、体
制
を
組
ん

で
淡
路
瓦
の
発
展
と
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、国
内
首
都
圏
へ
向
け

▲鶏肉のソテーをする講師と受講生たち

「
南
あ
わ
じ
農
業
の
環
境
戦
略
」講
演
会

▲できあがった料理

　

鳥
井
さ
ん
は
、
長
年
に
わ

た
り
軍
人
恩
給
活
動
に
参
加

さ
れ
、
恩
給
制
度
の
改
善
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

南
あ
わ
じ
市
軍
人
恩
給
連
盟

婦
人
部
長
や
兵
庫
県
軍
恩
連

盟
副
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、

各
組
織
の
円
滑
な
運
営
と
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

古
池　

成
司
郎
さ
ん
（
福
良
）

南　
　

八
郎
さ
ん
（
福
良
）

砂
川　

益
郎
さ
ん
（
福
良
）

　

福
良
保
健
衛
生
推
進
協
議

会
委
員
と
し
て
、
５
年
間
に
わ

た
り
地
域
の
保
健
衛
生
・
美
化

活
動
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
こ

ら
れ
た
３
人
の
方
々
が
、
兵
庫

県
保
健
衛
生
組
織
連
合
会
の

会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
12
日
に
は
同
協
議
会
委

員
17
人
が
、
刈か
る

藻も

海
岸（
福
良
）

で
清
掃
奉
仕
活
動
を
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う

　

淡
路
人
形
座
の
由
井
花
子
さ

ん
（
芸
名
：
竹
本
友
喜
美
、
福

良
）
が
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
団

体
で
あ
る
義
太
夫
節
保
存
会
の

太
夫
と
し
て
、
追
加
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

◆
全
国
高
等
学
校
相
撲
選
手
権
大
会

南　
　

聖
也
さ
ん
（
市
川
高
）

高
田　

司
さ
ん
（
市
川
高
）

斉
藤　

佑
弥
さ
ん
（
市
川
高
）

※
８
月
１
日
〜
３
日
出
場

◆
'09
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン

　

女
子
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

杉
本　

佳
奈
美
さ
ん（
淡
路
三
原
高
）

福
田　

千
奈
美
さ
ん（
淡
路
三
原
高
）

榎
本　

弘
美
さ
ん
（
淡
路
三
原
高
）

古
川　

春
菜
さ
ん
（
淡
路
三
原
高
）

※
８
月
13
日
〜
16
日
出
場

兵
庫
県
福
祉
功
労
者
表
彰

　

鳥
井
笑
子
さ
ん（
神
代
）

全
国
大
会
へ
出
場

▲小学生の指導にも当たる由井さん
（７月19日、淡路人形浄瑠璃後継
者団体発表会）

兵
庫
県
保
健
衛
生
組
織

連
合
会　

会
長
賞

　

伊
加
利
地
区
ふ
る
さ
と
地
域
活

動
と
し
て
、こ
の
た
び
特
産
の
山

桃
を
使
っ
た「
淡
路
島
産
の
や
ま

も
も
ア
イ
ス
」が
開
発
さ
れ
、販
売

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

開
発
し
た
伊
加
利
ふ
る
さ
と

地
域
協
議
会
は
昨
年
、農
林
水
産

省
の
支
援
事
業
の
採
択
を
受
け
、

地
域
の
人
が
主
役
に
な
り
、力
を

合
わ
せ
て
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
発
足
。地
域
の
特
産
を

使
っ
た
名
物
品
を
作
ろ
う
と
、古

重
要
無
形
文
化
財
総
合
認
定

　

由
井
花
子
さ
ん（
福
良
）

海
外
へ
の
販
路
拡
大
を
目
指
す
淡
路
瓦

▲できあがったアイスを披露するメンバー

く
か
ら
栽
培
し
て
い
る
山
桃
に
着

目
し
、ジ
ャ
ム
を
作
っ
て
ア
イ
ス
に

練
り
こ
み
、淡
い
ピ
ン
ク
色
で
さ
っ

ぱ
り
と
し
た
甘
み
が
特
徴
の
ア
イ

ス
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、約
２
０
０
０
個
を
製

造
す
る
予
定
で
、約
40
㎏
の
や
ま

も
も
ジ
ャ
ム
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

同
協
議
会
の
前
田
美
穂
部
長
は

「
初
め
て
な
の
で
手
作
業
で
種
を

取
る
こ
と
な
ど
大
変
だ
っ
た
が
、み

ん
な
の
力
で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
伊
加
利
ふ
る
さ
と
地
域
協
議
会
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淡路玉ねぎ焼酎モンドセレクション３年連続受賞
　国際的な食品コンクール「モンドセレクション」で淡路玉ねぎ焼

酎「淡路のひだまり」が、最高金賞を受賞しました。３年連続金賞

以上を受賞したことで、このたびは国際優秀品質賞も獲得。商品へ

の受賞マーク掲載期限は通常５年間ですが、今後永久的に使用でき

ることになります。開発・プロデュースに携わった浜辺幸志さん（福

良）は、「常に全力投球の意気込みで取り組んできました。世界に

誇れる高い評価を受け、感激しました」と話していました。
▲最高金賞のメダルを受け取る浜辺さん
　（６月１日、イタリアベネチアにて）

ジ
色
の
瓦
１
万
７
０
０
０
枚
の
注
文

を
受
け
て
、形
や
色
も
台
湾
仕
様
に

開
発
し
た「
台
湾
ゴ
ー
ル
ド
」と
命

名
し
た
瓦
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
、出
荷
作
業
が
行
わ

れ
た
製
造
販
売
会
社
の
朝
日
窯

業
㈱（
松
帆
）の
道
上
義
治
社
長

は
、「
台
湾
で
好
ま
れ
る
黄
金
色
の

微
妙
な
色
合
い
の
瓦
を
造
る
の
に

苦
労
し
た
。い
ぶ
し
瓦
も
台
湾
な

ど
で
は
、銀
色
の
光
沢
を
抑
え
た

淡
路
瓦『
古
代
い
ぶ
し
』が
好
ま
れ

る
。海
外
で
は
、相
手
の
文
化
や
慣

習
、好
み
を
理
解
し
て
商
品
開
発

や
販
売
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。淡
路
瓦
が
海
外
市
場
へ
販
路

を
拡
大
す
る
起
爆
剤
と
な
っ
て
ほ

し
い
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

４
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
淡
路

瓦
。国
の
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド

育
成
支
援
事
業
の
採
択
を
受
け
て

南
あ
わ
じ
市
商
工
会
と
淡
路
瓦
工

て
の「
エ
コ
瓦
」

の
開
発
や
、
中

国
、
台
湾
な
ど

で
の
展
示
会
で

「
淡
路
瓦
」
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

き
た
結
果
、
台

湾
の
瓦
問
屋
か

ら
住
宅
や
寺
院

で
広
く
使
わ
れ

て
い
る
オ
レ
ン

農
業
」「
環
境
と
調
和
し
た
持
続
可

能
な
農
業
」「
儲
か
る
農
業
」を
展
開

し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
は
も
う
一
度
、農
家
や
農

協
、行
政
が
、何
を
す
べ
き
か
役
割

を
見
直
し
、も
っ
と
南
あ
わ
じ
の
農

産
物
の
良
さ
を
消
費
者
に
伝
え
る

工
夫
や
、消
費
者
が
求
め
る
他
に

は
無
い
新
し
い
価
値
を
つ
く
り
だ

す
努
力
と
行
動
を
お
こ
し
、リ
ス

ク
拡
大
の
今
こ
そ
、環
境
や
時
代

　

横
浜
国
立
大
学
の
嘉か

だ田
良
平
教

授
を
招
い
て「
南
あ
わ
じ
農
業
の

環
境
戦
略
」講
演
会（
く
ま
し
ろ
ふ

れ
あ
い
広
場
主
催
）が
７
月
17
日
、

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

市
内
の
農
業
関
係
者
約
１
４
０

人
が
参
加
し
て
、低
い
日
本
の
食

糧
自
給
率
や
食
の
安
全
・
安
心
、担

い
手
問
題
な
ど
、高
ま
る
リ
ス
ク

の
時
代
の
中
で
、南
あ
わ
じ
の
農

業
が「
消
費
者
の
期
待
に
応
え
る

を
見
据
え
て
前
進
し
、チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

※
講
演
内
容
は
、
９
月
に
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま
す
。

▲台湾ゴールドと古代いぶし（左側）、試作
　や既存の瓦（右側）の違いを語る道上社長

▲参加者を前に講演する嘉田良平教授


